別紙４
ハードウェアメンテナンスサービス仕様書

１．ＨＷメンテナンスサービスの内容

ＨＷメンテナンスサービスの内容は、次の（１）乃至（４）記載のとおりとし、受注者が発注者に提供するＨＷメンテナンスサービスは、別紙５「対象製品明細表（ハードウェアメンテナンスサービス用）」において指定されるサービスとします。

（１）維持保守サービス（以下「維持保守サービス」という。）

維持保守サービスの範囲は、次のとおりとします。

（ａ）定期予防保守

対象製品の正常な運転状態を維持するため、受注者所定の基準に従って、定期的に対象製品の点検、調整、部品の交換を行います。

（ｂ）障害原因切分けおよび特定

対象製品に不時の故障が発生したとき、受注者は発注者からの通知によりその障害発生の箇所を切分け、原因と考えられるハードウェアまたはソフトウェアを特定します。

（ｃ）障害復旧および報告

上記の障害原因特定により技術員を派遣して必要な障害復旧修理を行い、また復旧後の確認、発注者への書面による報告を行います。

（ｄ）通報サービス

発注者および受注者が通報サービスの対象であることを書面により合意した対象製品について、受注者は、受注者所定の「通報サービス仕様書」に基づき本サービスを発注者に提供します。

（２）出張修理サービス（以下「出張修理サービス」という。）

出張修理サービスの範囲は、次のとおりとします。

（ａ）障害原因切分けおよび特定

対象製品に不時の故障が発生したとき、受注者は発注者からの通知によりその障害発生の箇所を切分け、原因と考えられるハードウェアまたはソフトウェアを特定します。

（ｄ）障害復旧および報告

上記の障害原因特定により技術員を派遣して必要な障害復旧修理を行い、また復旧後の確認、発注者への書面による報告を行います。

（ｃ）通報サービス

発注者および受注者が通報サービスの対象であることを書面により合意した対象製品について、受注者は、受注者が別途発注者に提供する「通報サービス仕様書」に基づき当該通報サービスを発注者に提供します。

（３）引き取り修理サービス（以下「引き取り修理サービス」という。）

引き取り修理サービスの範囲は、次のとおりとします。

（ａ）障害原因切分けおよび特定

対象製品に不時の故障が発生したとき、受注者は発注者（または発注者から委託された者）からの通知によりその障害発生の箇所を切分け、原因と考えられるハードウェアまたはソフトウェアを特定します。

（ｂ）障害製品の引き取り、修理完了後の取り付けおよび報告

障害製品の取り外し後、当該製品を引き取り、調査および修理の実施完了後、再度取り付け、動作確認および修理内容の報告を行い、発注者に引き渡します。

（ｃ）通報サービス

発注者および受注者が通報サービスの対象であることを書面により合意した対象製品について、受注者は、受注者所定の「通報サービス仕様書」に基づき当該通報サービスを発注者に提供します。

（４）持ち込み修理サービス（以下「持ち込み修理サービス」という。）

①持ち込み修理サービスの範囲は、次のとおりとします。

（ａ）持ち込み修理サービス

受注者は、発注者が受注者に送付した故障した対象製品を受領後、当該製品の修理を実施し、修理完了後、当該製品を発注者に返送します。この場合、発注者は、当該製品を受注者に送付するにあたり、受注者の指定様式の『持ち込み修理サービス依頼書』に当該製品に関する所要の情報および依頼内容を記入し、当該製品と共に受注者に送付するものとします。

（ｂ）通報サービス

発注者および受注者が通報サービスの対象であることを書面により合意した対象製品について、受注者は、受注者所定の「通報サービス仕様書」に基づき当該通報サービスを発注者に提供します。

②その他

（ａ）受注者は、発注者から故障した対象製品を受領した場合、修理し発注者へ返送するまでの日数を発注者に連絡するものとします。当該日数は、受注者の営業日に基づき決定されるものとします。

（ｂ）発注者は、緊急を要する場合に限り、受注者または受注者の再委託先（保守契約書第１０条掲載）の事前の承諾を得たうえで対象製品を直接持ち込むことができるものとします。

（ｃ）故障した対象製品の受注者への送付先および修理後の対象製品の発注者への返送先は、『持ち込み修理サービス依頼書』に記入するものとします。

２．ＳＩ仕入品に対する保守

ＳＩ仕入品の保守業者等が固有の保守制度を有する場合は、当該保守業者等の保守制度に基づいて、受注者は対象製品の保守、修理等を行います。

３．除外作業

次の各号に定める作業は、ＨＷメンテナンスサービスに含まれないものとします。ただし、受注者は、発注者から要求があり、受注者が必要と認めた場合、発注者受注者別途協議のうえ実施時期、対価その他必要事項を決定のうえ、当該作業を実施するものとします。なお、第４号から第６号に定める作業については、その実施が可能と受注者が判断した場合に限り、受注者は当該作業を実施するものとし、発注者は別紙５に定める料金表に従い、当該作業の対価を受注者に支払うものとします。

（１）対象製品の移設および撤去に関する作業および立会い

（２）発注者の要求による対象製品の改造

（３）対象製品の日常の清掃、点検および運転

（４）ノートパソコン・UPS等のバッテリーパック、フロッピィディスク等の記録媒体、インクリボン、用紙その他の消耗品の供給等

（５）天災、地変その他受注者の責に帰すことのできない事由により対象製品に生じた故障（持ち込み修理サービスにおいて発注者が受注者に送付した故障の発生した対象製品を受注者が受領するまでの間に落下等により生じた障害を含む）の修理

（６）本ハードウェアメンテナンスサービス仕様書（以下「ＨＷ仕様書」という。）第１０項に定める対象製品設置環境条件に反したことにより対象製品に生じた故障の修理

（７）受注者の指定品以外の記録媒体その他の消耗品を使用したため、または記録媒体その他の消耗品の保管不備のために対象製品に生じた故障の修理

（８）発注者または第三者の不適切な使用または取り扱いにより対象製品に生じた故障の修理

（９）受注者および受注者が承諾した以外の者が作成したプログラム、ハードウェア等に起因する対象製品の事故の調査および故障の修理

（１０）対象製品の塗装および仕上げ作業ならびに当該作業に必要な資材の供給

（１１）対象製品外部の電気作業および対象製品に関する回線接続のための立会い

（１２）引き取り修理サービスおよび持ち込み修理サービスにより受注者が預かった対象製品内のデータの保護

（１３）対象製品の中に含まれる現金、有価証券等の取り出し、入替えおよび取り出した現金、有価証券等の管理

４．サービス時間帯

（１）発注者による対象製品の使用時間帯に最も近いものとして発注者が下表のいずれかより選択し別紙５「対象製品明細表（ハードウェアメンテナンスサービス用）」に定めるものを維持保守サービスおよび出張修理サービスのサービス時間帯とします。


	一週間のうちの

使用日数
	一日の使用時間帯

	５日（※）
	8:30～17:30
	8:30～21:00
	24ｈ

	６日（※）
	8:30～17:30
	8:30～21:00
	24ｈ

	７日（※）
	8:30～17:30
	8:30～21:00
	24ｈ


（※）発注者受注者別途定める場合を除き、上記日数の連続した日とします。（５日連続の例：月曜日から金曜日、木曜日から翌週の月曜日等。）

（※）使用日数内に国民の祝日に関する法律に定める休日および年末・年始その他の受注者の定める休業日（以下「祝日等」という。）が含まれる場合、当該祝日等もサービスの対象となります。

（２）受注者が引き取り修理サービスおよび持ち込み修理サービスを実施する時間帯は、受注者の営業日（月曜日から金曜日のうち、祝日等を除く日をいいます。以下同じ）の午前９時から午後５時までとします。
５．サービス時間帯外のＨＷメンテナンスサービスの提供

受注者は、維持保守サービスまたは出張修理サービスに関し、本ＨＷ仕様書第４項に基づき定めたサービス時間帯外があっても緊急を要する場合はＨＷメンテナンスサービスの提供行うものとします。
６．対象外製品

（１）６年を経過した製品のうち１年以上前に受注者から書面にて継続が困難であると通知されたものについては発注者受注者で協議し以後の取り扱いを決定します。
（２）対象製品が老朽化し、正常な稼動の維持がＨＷメンテナンスサービスの実施によっても不可能であると受注者が判断した場合、ＳＩ仕入製品について、保守部品の供給または修理が不可能となった場合は、受注者の費用によって、同等の機能を有する製品を導入するものとします。
７．有償交換保守部品

（１）発注者は、受注者によるＨＷメンテナンスサービスの提供に伴い、摩耗、消耗、劣化により定期交換が必要な部品（以下「有償交換保守部品」という。）を交換した場合、別紙６に定める有償交換保守部品に係る費用を負担するものとします。

（２）有償交換保守部品の価格は別紙６に定めるとおりとします。ただし、前項の規定にかかわらず、次の各号の一に該当する場合、受注者は、有償交換保守部品を無償で交換するものとします。

①対象製品の無償サービス期間中に受注者の責に帰すべき事由により有償交換保守部品を交換するとき。

②有償交換保守部品の交換を行い検査合格後１年以内に受注者の責に帰すべき事由により再交換するとき。

８．予備品及び交換部品
（１）受注者は、対象製品の予備品または交換部品を受注者の高知支店にて確保するものとします。
９．交換部品の所有権

（１）ＨＷメンテナンスサービスの提供に伴って交換された故障部品（老朽部品を含みます。）の所有権は、全て受注者に帰属するものとします。ただし、有償部品については発注者の所有権とします。
１０．設置場所

（１）設置場所への立入等

①発注者は、ＨＷメンテナンスサービスを行うために受注者の技術員が対象製品の設置場所に立入ることをあらかじめ承諾するとともに、当該技術員がＨＷメンテナンスサービスを行うために必要となる作業場所、消耗品を無償で提供するものとします。

②発注者は、受注者によるＨＷメンテナンスサービスの提供に必要な範囲内で対象製品の稼働を停止するものとします。

③発注者は、対象製品の故障もしくは不適切な使用またはＨＷメンテナンスサービスの実施に伴う対象製品の稼働の停止によるコンピュータ・プログラムおよびデータの破壊、消滅に備え、受注者の指定するデータを受注者の指定する合理的な方法により保全処置をするものとします。発注者が受注者の指示に従い保全処置をしたにもかかわらず、発注者に損害が生じた場合は、受注者の責任により損害を補償するものとします。発注者が受注者の指示に従わず、発注者に損害が生じた場合は、受注者はその責任を負わないものとします。
（２）発注者は、対象製品の設置場所を変更する場合には、変更後の設置場所および変更日を事前に書面にて受注者に通知するものとします。

（３）対象製品の設置場所の変更に伴い、サービス料金その他ＨＷメンテナンスサービスの提供条件を変更する必要があると受注者が判断した場合、発注者受注者協議のうえ、変更後の条件を定めるものとします。ただし、対象製品の設置場所は、日本国内に限られるものとします。

（４）設置場所の変更に伴う対象製品の移設作業は、発注者が自己の責任と費用により実施するものとします。ただし、受注者が必要と認めた場合、受注者は、対象製品の分解、梱包に立ち会い、変更後の設置場所において設置作業および検査を行うものとします。この場合、発注者は、受注者所定の料金を受注者に支払うものとします。

（５）発注者は、受注者が別途指定する対象製品設置環境条件（入力電源、温湿度、塵埃、振動、電界および磁界、接地条件、対象製品に有害な塩気および有酸ガス、メンテナンスエリア等）を、発注者設置場所において常に整備、維持するものとします。

１１．対応窓口

受注者は、ＨＷメンテナンスサービスにおける受注者の対応窓口を別途発注者に通知するものとします。

１２．到着時間 

受注者は、発注者からの障害発生の通知を受けた後、データセンターについては３０分以内にその他については●時間以内に作業場所に到着し作業を行うものとします。

以上

「●時間以内」は、調達仕様書記載の通り








